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材料（4人分）

作り方

①油揚げは湯通しをしてから短冊切り、大根と人参はいちょう
切り、ごぼうはささがきにして水に浸けてアクを抜く。さつ
ま芋は１㎝厚さの輪切り（大きければ半月切り）、椎茸は薄
切り、しめじは小房に分け、ネギは小口切りにする。
②鍋にだし汁とネギ以外の①の具材を入れ、野菜に火が通っ
たら〈Ａ〉を加えて煮込み、火を止める。
③＜すいとん＞を作る。
　れんこんは皮をむいてすりおろし、酢と熱湯を合わせて混ぜ
る。米粉を加えて耳たぶくらいの固さにこね、一口大の平ら
な団子を作る。
④別の鍋に湯を沸かし、団子を茹でる。
⑤②の汁を煮立たせ、団子を加えさっと煮る。
⑥器に盛って、ネギを散らす。　

油揚げ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１枚
大根・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００ｇ
人参 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０ｇ
ごぼう ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０ｇ
さつま芋 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・中１本
椎茸 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２枚
しめじ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2 袋
ネギ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
だし汁 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・８カップ

A

　　薄口しょうゆ・・・・・・・・大さじ１
　　濃口しょうゆ・・・・・・・・小さじ１
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/2
　　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
＜すいとん＞
米粉（うるち米60％、もち米40％）・・・８０ｇ
※市販の米粉でもよい
れんこん ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００ｇ
酢（色止め）・・・・・・・・・・・・・・・・少々
熱湯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５㏄

地
域
に
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ろ
こ
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ま
く
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https://www.ja-okayama.or.jp/

vol.255
2021  N

ovem
ber

11

JA岡山  広報誌

11
vol.255

2021 November

　今回のあぐろグラムでは、岡山市中区沢田操山
公園里山センター前の広場にある「沢田富有柿百年
之碑」についてご紹介します。
　沢田地区は明治時代から百年以上続く柿の産地
です。碑文には、当時県外から取り寄せた苗が土壌
に合い栽培が始まったことや、抜群に甘味がよく、
広く国内外に出荷された歴史、また先人が汗と涙と
泥にまみれて山を拓いた長年の苦労と努力への感
謝が刻まれています。
　「富有柿」百年の歴史とそれぞれの時代を担って
きた先人の苦労がうかがえる記念碑です。
　　　　　　　　　　　　   編集担当　久山 隆一 

「富有柿」
栽培百年の礎

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

今月の折り込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

～「農地の流動化と労働支援の推進による農地の有効活用」
　　　　　　　　　重点実施事項①②の達成状況について～

特集 「営農振興計画」最終年度の取り組み

もち米（精米・玄米）予約注文書
令和３年度  冬季農薬予約注文書



FEATURE
This month's

今月の特集

令
和
元
年
か
ら
の
営
農
振
興
計
画
の
基
本
方
針
と
行
動
計
画
に
沿
っ
て
進
め
た
取
り
組
み
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

吉
備
中
央
町（
管
外
を
含
む
）１
１
２
・

７
㌶
　
合
計
１
，１
８
２
・
４
㌶

重
点
実
施
事
項
②

●
園
芸
品
目
の
作
付
や
契
約
販
売
の

拡
大
に
よ
る
園
芸
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
収
穫
支
援
に
よ
る
産
地
の
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
。
業
務
委
託
契

約
を
締
結
し
、Ｊ
Ａ
岡
山
管
内
の
組
合

員
の
農
作
業
支
援
（
収
穫
、
搬
送
、
選

別
業
務
等
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
農
作
業
受
委
託
事
業
実
績
（
令
和
２

年
度
）】

面
積
32
・
７
㌶
、
委
託
農
家
数
1
2
8

戸
、
受
託
農
家
数
17
戸

【
令
和
２
年
度
支
援
実
績
】

収
獲
作
業
　

白
菜
９
２
５
㌃
（
西
大
寺
営
農
セ
ン

タ
ー
管
内
２
５
６
㌃
、
瀬
戸
内
営
農
セ

ン
タ
ー
管
内
６
６
９
㌃
） 

、
キ
ャ
ベ
ツ

１
３
４
㌃
（
西
大
寺
営
農
セ
ン
タ
ー
管

内
３２
㌃
、
瀬
戸
内
営
農
セ
ン
タ
ー
管

内
１
０
２
㌃
）

糸
巻
き
作
業

白
菜
１
５
２
㌃
（
西
大
寺
営
農
セ
ン

タ
ー
管
内
８
㌃
、
瀬
戸
内
営
農
セ
ン

タ
ー
管
内
１
４
４
㌃
）

畝
立
て
作
業

夏
秋
ナ
ス
１７
・
４
㌃
（
西
大
寺
営
農
セ

ン
タ
ー
管
内
９
・
２
㌃
、
藤
田
営
農
セ

ン
タ
ー
管
内
５
・
７
㌃
、
建
部
営
農
セ

ン
タ
ー
管
内
２
・
５
㌃
）

●「
１
日
農
業
バ
イ
ト
d
a
y
w
o
r
k
」

は
農
家
が
１
日
ご
と
に
作
業
の
内
容
や

時
間
、
日
給
な
ど
の
条
件
を
登
録
し
て

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
、
求
職
者
が
条

件
を
確
認
し
て
都
合
の
い
い
日
の
作
業

に
応
募
で
き
、
労
働
力
を
必
要
と
す

る
生
産
者
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
い

一
般
の
方
を
無
料
で
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
管
内
大
型
農
家
へ
の
登

録
提
案
を
行
い
、
円
滑
な
マ
ッ
チ
ン
グ

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
令
和
２
年
度
実
績
】

募
集
人
数
１
３
７
名

　
い
ず
れ
の
市
町
村
も
貸
付
希
望
面

積
（
出
し
手
）
よ
り
も
借
受
希
望
面
積

（
受
け
手
）
の
方
が
大
幅
に
大
き
く
、

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　●
営
農
振
興
協
議
会
（
３
市
１
町
）
を

各
年
２
回
開
催
す
る
と
と
も
に
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
む
け
た
取
り

組
み
と
し
て
果
樹
部
会
を
対
象
に
推

進
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
行
政
、
関

係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
営
農
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
モ
デ

ル
産
地
と
し
て
２
部
会
を
選
定
し
栽
培

園
地
の
地
図
の
情
報
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
４
月
よ
り
国
の

施
策
で
契
約
期
間
満
了
の
「
農
地
利
用

集
積
円
滑
化
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
農

地
中
間
管
理
機
構
へ
移
行
手
続
き
を
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。

【
農
地
中
間
管
理
事
業
実
績
累
計
（
令
和

２
年
度
）】

岡
山
市
１
，０
０
８
・
７
㌶
、
玉
野
市

１６
・
４
㌶
、
瀬
戸
内
市
４４
・
６
㌶
、

「
営
農
振
興
計
画
」最
終
年
度
の
取
り
組
み

「
農
地
の
流
動
化
と
労
働
支
援
の
推
進
に
よ
る
農
地
の
有
効
活
用
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　重
点
実
施
事
項
①
②
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

農作業支援（収穫作業）

重
点
実
施
事
項
①

●「
営
農
振
興
計
画
」
の
基
本
方
針
の

１
つ
で
あ
る
「
農
地
の
有
効
活
用
」
に

つ
い
て
、
農
地
の
流
動
化
・
整
備
に
必

要
な
管
内
の
農
地
情
報
の
集
積
の
た

め
、
J
A
独
自
の
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、「
地
図
」
と

「
台
帳
」
が
１
つ
に
な
っ
た
ツ
ー
ル
で
す
。

自
分
が
耕
作
し
て
い
る
ほ
場
の
場
所
が

地
図
で
表
示
さ
れ
て
、
必
要
な
情
報

を
入
力
し
た
り
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
生
産
履
歴
や
作
業
記

録
を
デ
ー
タ
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
情

報
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
、
品
質
向

上
、
収
量
増
大
に
つ
な
が
る
次
期
作
の

栽
培
計
画
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、
加
茂

川
ぶ
ど
う
部
会
で
は
農
地
台
帳
整
備

を
行
う
た
め
の
経
営
意
向
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
一
宮
選
果
場
果
樹
部
会

で
は
２
回
目
の
調
査
、
ま
た
、
牛
窓

地
区
で
は
畑
地
を
中
心
と
し
た
初
め

て
の
意
向
調
査
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

（
応
募
者
数
２
５
４
名
）

成
立
人
数
１
３
０
名

（
マ
ッ
チ
ン
グ
率
９５
％
）

※
天
候
等
の
事
情
に
よ
り
中
止
に
な
っ

た
場
合
を
含
み
ま
す

　
今
回
の
３
カ
年
で
新
た
に
設
定
し
た

「
農
地
の
流
動
化
と
労
働
支
援
の
推
進

に
よ
る
農
地
の
有
効
活
用
」
は
、
こ
れ

ま
で
は
市
町
村
な
ど
が
主
導
と
な
っ
て

行
う
も
の
で
し
た
。
農
業
振
興
の
中

で
最
も
難
し
い
課
題
の
ひ
と
つ
で
す

が
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
が
出
向
き
農
地
情

報
を
集
積
し
、Ｊ
Ａ
と
行
政
、
農
業
委

員
会
、
農
家
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
、

連
携
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

農
地
の
流
動
化
と
労
働
支
援
の
推
進
に
よ
る

農
地
の
有
効
活
用

農
地
の
流
動
化
に
よ
る
ほ

場
の
集
積・整
備
な
ら
び
に

モ
デ
ル
生
産
団
地
の
育
成

農
作
業
受
委
託
組
織
に
よ
る

農
作
業
支
援
体
制
の
確
立

ぱれっと　23　ぱれっと　

管理ほ場がデータ上で一目瞭然です
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農
振
興
計
画
」
の
基
本
方
針
の

１
つ
で
あ
る
「
農
地
の
有
効
活
用
」
に

つ
い
て
、
農
地
の
流
動
化
・
整
備
に
必

要
な
管
内
の
農
地
情
報
の
集
積
の
た

め
、
J
A
独
自
の
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、「
地
図
」
と

「
台
帳
」
が
１
つ
に
な
っ
た
ツ
ー
ル
で
す
。

自
分
が
耕
作
し
て
い
る
ほ
場
の
場
所
が

地
図
で
表
示
さ
れ
て
、
必
要
な
情
報

を
入
力
し
た
り
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
生
産
履
歴
や
作
業
記

録
を
デ
ー
タ
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
情

報
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
、
品
質
向

上
、
収
量
増
大
に
つ
な
が
る
次
期
作
の

栽
培
計
画
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、
加
茂

川
ぶ
ど
う
部
会
で
は
農
地
台
帳
整
備

を
行
う
た
め
の
経
営
意
向
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
一
宮
選
果
場
果
樹
部
会

で
は
２
回
目
の
調
査
、
ま
た
、
牛
窓

地
区
で
は
畑
地
を
中
心
と
し
た
初
め

て
の
意
向
調
査
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

（
応
募
者
数
２
５
４
名
）

成
立
人
数
１
３
０
名

（
マ
ッ
チ
ン
グ
率
９５
％
）

※
天
候
等
の
事
情
に
よ
り
中
止
に
な
っ

た
場
合
を
含
み
ま
す

　
今
回
の
３
カ
年
で
新
た
に
設
定
し
た

「
農
地
の
流
動
化
と
労
働
支
援
の
推
進

に
よ
る
農
地
の
有
効
活
用
」
は
、
こ
れ

ま
で
は
市
町
村
な
ど
が
主
導
と
な
っ
て

行
う
も
の
で
し
た
。
農
業
振
興
の
中

で
最
も
難
し
い
課
題
の
ひ
と
つ
で
す

が
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
が
出
向
き
農
地
情

報
を
集
積
し
、Ｊ
Ａ
と
行
政
、
農
業
委

員
会
、
農
家
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
、

連
携
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ぱれっと１2月号では、「営農振興計画」最終年度の取り組み「営農指導体制の充実」重点実施事項①を掲載予定です。

ぱれっと　45　ぱれっと　

１日単位で人手が確保できると好評の「１日農業バイト」

耕作放棄の防止、農地の有効活用

農地流動化の考え方
目的：耕作放棄地の解消と農地の有効活用

背景および問題点

農地流動化の成果

農家意向調査
農地情報のリスト化
（関係機関との協議）

出し手と受け手の
マッチング

（関係機関との協議）

農家の規模拡大
新規就農者の育成

ほ場の集積
栽培環境の改善 農作業受託組織の育成

対　　　　策

農地の流動化、整備に向けた制度や
補助事業の活用（行政支援）

地区別農地流動化
推進チーム

（ＪＡ，関係機関）
県民局
市町

農地中間管理機構
農業委員会連携 連携

営
農
指
導
活
動
の
実
施

農家経営

・経営規模の拡大
・作業性の向上
　（機械化など）
・収益性の向上
・後継者の育成
・経営の組織化、法人化

農地に関して

・優良農地の確保
・農道、園内道の整備が容易
・用水路等の維持管理が容易
・農地の団地化（集積）

農家の
高齢化

農業の
担い手不足

耕作放棄地の
増加

生産基盤の
脆弱化



　9
月
22
日
、
御
津
地
区
の
浅
生
桂
一

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　就
農
前
は
農
業
生
産
法
人
に
勤
め
ネ

ギ
の
生
産
と
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
独
立
し
、
野
菜
農
家
と
な
り
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
高
品
質
な
も
の
が

作
れ
な
い
悔
し
さ
や
、
農
業
経
営
の
難

し
さ
を
体
感
し
て
い
ま
す
。
う
ま
く
い

か
な
い
か
ら
こ
そ
、
次
は
よ
い
も
の
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
、日
々

勉
強
だ
と
思
い
尽
力
し
て
い
ま
す
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　最
初
は
専
門
知
識
を
知
ら
ず
、
タ
マ

ネ
ギ
を
栽
培
し
た
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど

病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
苦
労
の
連

続
で
し
た
。
ほ
場
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
地
域
の
方
の
協
力
や
J
A
の
営

農
指
導
員
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

年
々
よ
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　現
在
は
、
就
農
し
て
12
年
目
で
、
大

小
50
カ
所
の
ほ
場
計
5
㌶
で
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど

50
品
目
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　自
分
の
つ
く
っ
た
野
菜
を
多
く
の
人

に
食
べ
て
も
ら
い
、
出
来
栄
え
を
評
価

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
だ
納
得

の
い
く
も
の
が
作
れ
て
い
な
い
で
す
が
、

食
べ
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
叱
咤
激
励
が

次
期
作
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

―
農
業
の
や
り
が
い
は

　　ほ
場
で
作
業
を
し
て
い
る
と
き
に
、

地
域
の
方
に「
次
は
何
を
植
え
る
の
」

な
ど
温
か
い
声
掛
け
を
い
た
だ
け
る
こ

と
で
す
。
地
域
の
方
に
ほ
場
を
貸
し
て

も
ら
い
、
私
に
任
せ
て
も
ら
え
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
し
、
期
待
に
応
え

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
栽
培
上
で
の
こ
だ
わ
り
は

　土
づ
く
り
を
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

知
り
合
い
の
牧
場
経
営
者
か
ら
仕
入
れ

た
牛
糞
堆
肥
を
入
れ
た
り
、
土
壌
改
良

用
肥
料
は
常
に
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
成
分
の
調
整
だ
け
で
は
な

く
有
機
肥
料
を
増
や
す
な
ど
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。
野
菜
は
連
作
が
で
き
な
い

の
で
、
ほ
場
を
休
ま
せ
る
所
と
動
か
す

所
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
栽
培
を
し
て

い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　ほ
場
の
数
が
多
く
面
積
も
広
い
で
す

が
、
小
さ
い
ほ
場
の
管
理
が
出
来
な
い

と
大
き
な
管
理
も
難
し
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
今
後
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

よ
り
よ
い
品
質
の
野
菜
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。
播
い
た
種
に
責
任
を
持
ち
、

で
き
た
も
の
を
ロ
ス
無
く
採
る
た
め
に

も「
一
日
農
業
バ
イ
ト
」等
を
活
用
し
、

人
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
農
業
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

品質のよい野菜をつくるために
努力を惜しまず取り組む
品質のよい野菜をつくるために
努力を惜しまず取り組む

vol.255

農
を担う

浅生 桂一さん
「あさお　けいいち」
昭和36年生まれ。 ○岡建部きゅうり部会所属。キャベツ、トウモロコシ、キュウリなど5㌶で約50品目
を栽培。妻、息子1人、娘3人の6人家族。趣味はビリヤード。座右の銘は「報恩謝徳」。

御津地区：野菜農家

悔
し
さ
を
バ
ネ
に

農
業
に
取
り
組
む

人
が
集
ま
る
農
業
を

目
指
し
て

ＪＡの営農指導員と相談しながら作業を行います 浅生さん（左）と従業員の原田明子さんキャベツの生育具合を確認

農業について思いを話す浅生さん

ぱれっと　1011　ぱれっと　



葉が半乾きくらいになったころ、
5～10球ずつひもでしばり、
風通しのよいところに吊す

資料4 収穫と貯蔵

資料3 貯蔵中の病害

資料1 とう立ち

資料2 タマネギの薬剤防除（例）
病害虫名

軟腐病、べと病

灰色腐敗病、黒かび病

べと病、白色疫病

農薬名

Zボルドー
（野菜類登録）

ベンレート水和剤

ランマンフロアブル

使用薬量/使用時期/使用制限

500倍/　　-　　/　　-

灰色腐敗病2000～3000倍・　
黒かび病2000倍/収穫前日まで/6回以内

2000倍/収穫7日前まで/4回以内

資料6 吸水処理

資料7 チューリップの球根の形と
　　　 葉の出る方向
　　　（同一品種はほぼ同じ）

資料5 アネモネの乾燥球根

清潔な容器
乾燥球根

適度に湿らせた用土
（バーミキュライトなど）

吸水後ぷっくり膨らんだ球根

吸水方法の例

斜め 縦

斜め 横
真上から見た球根
（手前が平らな面） 灰色腐敗病 黒かび病

肩腐れ

倒伏後（首がやわらかくなったころ）を
目安に、球の充実を待ってから収穫する

上

下

●
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　家
庭
菜
園
の
中
で
も
多
く
の
方
が
栽
培

す
る
タ
マ
ネ
ギ
は
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
欠

か
せ
な
い
野
菜
で
す
。
早
生
か
ら
中
生
種

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
栽
培
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　タ
マ
ネ
ギ
が
健
全
に
生
育
で
き
る
よ
う

排
水
が
よ
く
根
が
深
く
張
れ
る
よ
う
に
心

が
け
ま
す
。

　貯
蔵
用
に
は
中
生
種
を
選
び
ま
す
。
栽

培
し
て
い
る
と
「
あ
れ
何
で
？
」
と
思
う

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
栽
培
の
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
。

●
と
う
立
ち
（
抽
苔
）

　4
月
に
か
け
て
と
う
立
ち
す
る
事
が
あ

り
ま
す
が
、
少
量
（
2
〜
3
％
程
度
）
で
あ

れ
ば
全
体
の
生
育
が
順
調
な
証
で
除
去
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
あ
る
場
合

こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
養
分
が
花
や

茎
に
使
わ
れ
、
球
の
肥
大
が
悪
く
な
る
の

で
、
早
め
に
晴
れ
た
日
の
午
前
中
に
と
う

立
ち
し
た
部
分
を
除
去
し
ま
す
（
資
料
1
）。

【
と
う
立
ち
の
主
な
原
因
】

　あ
る
一
定
の
大
き
さ
に
達
し
た
苗
が
、

低
温
に
あ
う
と
花
の
基
を
分
化
し
て
、
茎

が
伸
び
春
に
む
け
て
と
う
立
ち
が
進
み
ま

す
。
早
生
の
品
種
は
と
う
立
ち
し
に
く
い

性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

①
大
苗
の
定
植
や
早
植
え
、
多
肥
栽
培
や

暖
冬
で
厳
寒
期
ま
で
に
生
育
が
進
ん
だ

場
合
。

　※
分
球
も
同
じ
条
件
で
発
生
し
ま
す
。

②
冬
季
に
肥
料
不
足
等
で
生
育
が
停
滞
し

た
時
。

【
苗
の
準
備
】

　品
種
ご
と
の
播
種
適
期
を
守
り
、
育
苗

期
間
は
、
播
種
後
50
〜
60
日
程
度
で
す
。

早
播
き
に
注
意
し
ま
す
。

　早
生
品
種
で
は
株
元
の
太
さ
が
8
㍉
程

度
、
中
生
・
晩
生
で
は
、
株
元
の
太
さ
が

7
㍉
程
度
よ
り
大
き
い
苗
を
定
植
す
る

と
、
と
う
立
ち
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

【
定
植
時
期
】

　定
植
時
期
は
早
生
11
月
上
中
旬
ご
ろ
、

中
生
・
晩
生
11
月
中
旬
ご
ろ
〜
11
月
下
旬

ご
ろ
で
す
。

　植
え
付
け
深
さ
は
、
2
〜
3
㌢
程
度
と

し
て
、
極
端
な
深
植
え
は
生
育
が
悪
く
、

浅
植
え
は
土
壌
乾
燥
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
生
育
が
ば
ら
つ
く
原
因
に
な
り
ま
す
。

【
追
肥
】

　1
月
下
旬
〜
2
月
上
旬
と
3
月
上
旬
に

速
効
性
化
成
肥
料
（
園
芸
化
成
S
5
5
0

等
）
1
回
に
10
平
方
㍍
あ
た
り
4
0
0
㌘

を
2
回
散
布
し
ま
す
。
基
肥
に
追
肥
不
要

の
緩
効
性
肥
料
を
使
用
し
て
い
る
場
合

は
、
追
肥
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
2

月
ご
ろ
に
肥
料
切
れ
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
す
。

●
貯
蔵
中
の
病
害
対
策

　肥
料
の
過
剰
や
遅
い
追
肥
は
病
害
の
発

生
を
助
長
し
ま
す
。

　薬
剤
防
除
は
生
育
時
に
球
が
肥
大
す
る

前
か
ら
行
い
（
資
料
2
）、
収
穫
時
は
天

日
干
し
を
し
て
、
十
分
に
乾
か
す
こ
と
で

貯
蔵
病
害
を
軽
減
で
き
ま
す
。

【
灰
色
腐
敗
病
】

　ボ
ト
リ
チ
ス
菌
が
主
に
球
の
上
部
か
ら

侵
入
し
、
肩
な
ど
が
腐
敗
し
ま
す
（
資
料

3
）。

【
黒
か
び
病
】

　貯
蔵
中
に
発
生
し
、
高
温
や
風
通
し
が

悪
い
と
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
梅
雨

が
明
け
る
高
温
期
に
入
る
と
発
生
が
み
ら

れ
、
症
状
は
外
皮
を
剥
く
と
表
面
に
黒
色

の
カ
ビ
が
発
生
し
、
品
質
を
低
下
さ
せ
ま

す
。
球
全
体
が
腐
敗
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
（
資
料
3
）。

●
収
穫
と
貯
蔵

　球
が
肥
大
し
て
成
熟
す
る
と
、
葉
が
倒

れ
て
き
ま
す
。
茎
葉
が
70
〜
80
％
倒
れ
て

き
た
ら
、
収
穫
適
期
で
す
。

　倒
伏
が
そ
ろ
っ
て
か
ら
首
が
柔
ら
か
く

な
っ
た
こ
ろ
に
収
穫
を
行
う
と
十
分
な
糖

分
の
蓄
積
に
よ
り
、
お
い
し
く
貯
蔵
性
の

よ
い
タ
マ
ネ
ギ
に
な
り
ま
す
。

　2
〜
3
日
晴
天
が
続
い
た
日
に
抜
き
取

り
、
2
〜
3
日
畝
の
上
で
乾
燥
さ
せ
て
か

ら
、
球
は
し
っ
か
り
充
実
し
た
も
の
を
風

通
し
の
よ
い
日
陰
に
つ
る
し
て
貯
蔵
し
ま

す
。
遅
い
収
穫
は
裂
皮
や
病
害
が
多
く
な

り
ま
す
（
資
料
4
）。

タ
マ
ネ
ギ
の

栽
培
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す

●
ま
だ
ま
だ
秋
植
え
球
根
が
植
え
ら
れ
ま
す

　ア
ネ
モ
ネ
の
植
え
付
け
ほ
か

　9
〜
11
月
は
球
根
や
宿
根
草
の
植
え
付

け
時
期
で
す
。
遅
く
な
り
す
ぎ
る
と
冬
の

前
に
根
を
張
る
の
が
難
し
く
な
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
。

　近
年
花
色
も
増
え
、
切
り
花
用
の
品
種

も
あ
る
ア
ネ
モ
ネ
、
初
め
て
の
方
も
植
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

●
特
性

　元
々
日
当
た
り
、
風
通
し
の
よ
い
排
水

良
好
な
場
所
が
好
き
で
、
比
較
的
寒
さ
に

は
強
く
暑
さ
と
過
湿
が
苦
手
で
す
。

　ア
ネ
モ
ネ
の
名
前
も
風
を
意
味
す
る
ギ

リ
シ
ャ
語
か
ら
と
さ
れ
、
春
風
に
揺
ら
れ

る
可
憐
な
花
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
ま
す
。
花

言
葉
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
ち
な
ん
で
「
は

か
な
い
恋
」
な
ど
ち
ょ
っ
と
残
念
な
も
の

で
す
が
、
色
別
に
は
「
希
望
」「
真
実
」「
待

望
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、
贈
り
物
に
す

る
な
ら
色
を
き
ち
ん
と
選
び
ま
し
ょ
う
。

●
吸
水
処
理

　販
売
さ
れ
て
い
る
球
根
は
、
一
昨
年
掲

載
の
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
と
同
じ
よ
う
に
乾

燥
し
て
い
て
「
こ
れ
を
植
え
て
も
大
丈
夫

か
な
？
」
と
思
わ
せ
る
姿
で
す
（
資
料
5
）。

夏
期
雨
の
少
な
い
原
産
地
の
気
象
に
適
応

し
た
特
性
で
、
こ
の
姿
で
乾
燥
期
を
耐
え

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
急
激
に
吸
水
す
る

と
腐
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
適
度
に

湿
ら
せ
た
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
な
ど
の
清

潔
な
も
の
を
使
っ
て
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で

数
日
か
け
て
ゆ
っ
く
り
吸
水
さ
せ
て
か
ら

植
え
ま
す
（
資
料
6
）。

　上
下
が
わ
か
り
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

や
や
平
た
い
方
が
上
で
や
や
尖
っ
た
方
が

下
で
す
。
尖
っ
た
方
を
少
し
だ
け
用
土
に

さ
し
込
ん
で
や
り
ま
す
。
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ

の
用
土
や
水
に
浸
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　丸
っ
こ
く
膨
ら
ん
だ
ら
、
花
壇
や
庭
に

植
え
付
け
ま
す
。
こ
の
処
理
は
11
月
中
旬

ご
ろ
か
ら
後
は
地
温
も
下
が
る
の
で
し
な

く
て
大
丈
夫
で
す
が
、
植
え
付
け
後
は
自

然
の
土
壌
水
分
を
徐
々
に
吸
わ
せ
る
よ
う

に
し
て
、
灌
水
は
控
え
め
と
し
ま
す
。

●
定
植
準
備
と
定
植

　日
当
た
り
の
よ
い
場
所
で
、
排
水
性
の

よ
い
用
土
・
畝
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
腐

葉
土
、
良
質
の
堆
肥
な
ど
を
す
き
込
み
、

中
性
か
ら
弱
ア
ル
カ
リ
性
が
適
し
ま
す
か

ら
有
機
石
灰
な
ど
を
施
用
し
ま
す
。
少
量

の
緩
効
性
肥
料
を
入
れ
、
不
足
す
る
よ
う

な
ら
早
春
か
ら
の
追
肥
で
調
整
し
ま
す
。

　株
間
は
25
㌢
程
度
で
、
覆
土
は
約
3
㌢

と
し
ま
す
。
ビ
オ
ラ
な
ど
と
の
混
植
を
す

る
と
、
賑
や
か
な
ビ
オ
ラ
の
間
に
早
春
か

ら
ア
ネ
モ
ネ
が
顔
を
出
す
演
出
が
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
株
張
り
の
よ
い
ビ
オ

ラ
と
の
株
間
も
余
裕
を
待
た
せ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
各
種
球
根
の
植
え
付
け
場
所
に
つ
い
て

　11
月
に
も
な
る
と
落
葉
樹
の
葉
が
次
第

に
減
り
、
庭
が
明
る
く
開
け
て
き
ま
す
。

こ
の
時
期
に
植
え
付
け
る
と
、
日
が
当
た
っ

て
い
た
の
に
、
初
夏
に
は
木
陰
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　球
根
類
も
、
日
照
を
好
む
も
の
、
強
光

が
苦
手
な
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
適
し

た
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
特
に
ユ
リ
！

ス
カ
シ
ユ
リ
や
鉄
砲
ユ
リ
、
カ
ノ
コ
ユ
リ
、

オ
ニ
ユ
リ
な
ど
は
日
向
が
好
き
で
す
。
逆

に
ヤ
マ
ユ
リ
や
サ
サ
ユ
リ
は
強
光
に
弱
い

た
め
、
春
以
降
、
明
る
い
日
陰
に
な
る
と

こ
ろ
を
選
び
ま
す
。
多
く
の
園
芸
品
種
は

こ
れ
ら
を
交
配
し
て
い
る
の
で
、
特
性
が

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
各
品
種
の
特
性
を
確
認

し
て
栽
培
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え

ま
す
。
ユ
リ
は
球
根
の
上
の
茎
か
ら
出
る

吸
収
根
が
多
い
と
立
派
に
育
つ
の
で
、
球

根
の
大
き
さ
の
3
倍
程
度
の
深
さ
に
植
え

ま
す
。
そ
の
た
め
、
深
い
と
こ
ろ
ま
で
通

気
の
よ
い
土
づ
く
り
を
し
て
排
水
性
を
よ

く
し
て
お
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

●
植
え
付
け
時
期

　ス
イ
セ
ン
や
ユ
リ
は
年
内
に
し
っ
か
り
根

を
張
ら
せ
た
い
の
で
、
早
め
に
植
え
ま
す
。

　ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
や
ア
ネ
モ
ネ
は
気
温

が
下
が
っ
て
か
ら
が
む
い
て
い
る
の
で
や

や
遅
め
の
定
植
が
適
し
ま
す
。
ま
た
、
ラ

ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
は
フ
リ
ー
ジ
ア
と
同
じ
く
、

耐
寒
性
が
や
や
弱
く
秋
の
う
ち
に
成
長
し

す
ぎ
る
と
寒
さ
で
傷
み
や
す
い
点
で
も
遅

め
が
む
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
遅
く
な
っ
て
植
え
忘
れ
た
球
根
が

あ
っ
た
ら
、
と
に
か
く
植
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
来
年
は
開
花
し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
多
く
の
場
合
維
持
は
で
き
ま
す
。

●
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
む
き

　秋
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
球
根
の
中
に
も
う

花
や
葉
が
で
き
て
い
ま
す
か
ら
、
葉
の
出
る

む
き
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
球
根
の
む
き
を

そ
ろ
え
る
と
葉
の
む
き
も
そ
ろ
い
ま
す
。
た

だ
し
そ
の
方
向
は
品
種
で
異
な
り
ま
す
（
資

料
7
）。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2021.11

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
宮本 大輔

ア
ネ
モ
ネ
は

色
別
の
花
言
葉

に
注
意
！
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JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

資料9 果樹苗木植え付け

支柱
虫がはいりやすいので
株元は少しあけておく

20～30cm

50cm以上

30～50cm 2m

植え穴

苗木

敷わら

暗きょ排水管

・完熟堆肥を容積比5～10％
・溶リン、苦土石灰
　（土壌分析を参考にする）
・土壌条件によってはピートモス、
　パーライトを容積比5～10％追加する

全園深耕

・完熟堆肥
・土壌改良資材

・接ぎ木部を地上に出し、深植えにならないように注意する
・切り接ぎ苗は、接ぎ木部の30cm程度上で切り返す

資料10 カンキツ類の貯蔵

収穫後、風通し
のよい所に置き、
果実水分の３％
程度取り除く

ポリエチレン袋内
の湿度を８５％程
度に保ち、冷涼
な所で貯蔵する

段ボール箱

発砲スチロール
ポリエチレン袋

資料8 苗木植え付け

表土

直径80～100cm

心土

消石灰
溶リン
完熟堆肥

各 1kg

10kg

40cm

深さ50～60cm

苗床の準備

苗木の仮植え

接ぎ木部分を
出す

※写真はイメージです

　基
肥
や
堆
肥
の
施
用
は
早
め
に
行
い
、
灌

水
し
て
肥
効
を
促
し
ま
す
。
秋
冬
時
期
も
乾

燥
が
続
く
よ
う
な
場
合
は
、
た
ま
に
は
灌
水

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
落
葉
の
処
理
や
施
設

の
点
検
整
備
な
ど
も
こ
の
時
期
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

●
果
樹
苗
木
植
え
付
け

・
苗
床
の
準
備

　果
樹
苗
木
は
12
月
末
に
は
早
期
注
文
の
苗

木
か
ら
順
番
に
配
付
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

植
え
穴
は
、
肥
料
等
を
な
じ
ま
せ
る
た
め
、

定
植
予
定
の
1
〜
2
カ
月
程
度
前
ま
で
に
準

備
し
て
お
き
ま
す
。

　苗
木
1
本
に
つ
き
、
直
径
80
〜
1
0
0
㌢

深
さ
50
〜
60
㌢
く
ら
い
の
穴
を
掘
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
土
質
等
に
よ
り
こ
の
深
さ
ま

で
掘
る
の
が
難
し
い
場
合
は
、
深
さ
30
㌢

程
度
は
掘
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
掘
っ

た
穴
に
は
石
灰
類
（
苦
土
石
灰
・
苦
土
セ
ル

カ
等
）、
リ
ン
酸
類
（
溶
リ
ン
・
リ
ン
ス
タ
ー

等
）
各
1
㌔
と
良
質
堆
肥
（
よ
く
発
酵
し
た

も
の
は
臭
み
が
少
な
く
、
握
る
と
こ
ま
か

く
砕
け
る
）
10
㌔
を
よ
く
土
と
混
和
し
て
埋

め
戻
し
、
表
土
を
20
〜
30
㌢
盛
り
上
が
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
す
（
資
料
8
）。
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
場
合
は
、
酸
性
土
壌
を
好

む
性
質
が
あ
る
の
で
、
石
灰
の
代
わ
り
に

ピ
ー
ト
モ
ス
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
苗
床

の
準
備
が
遅
れ
た
場
合
は
、
何
処
か
へ
穴

を
掘
っ
て
仮
植
え
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
に
注
意
し
て
欲
し
い
の
は
、
苗
木

の
束
が
大
き
く
結
束
し
て
い
る
場
合
は
、

ほ
ど
い
て
根
が
密
着
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に

少
し
離
し
て
仮
植
え
し
て
お
き
ま
す
。
3

月
の
春
植
え
に
向
け
て
苗
床
を
準
備
し
ま

す
。
そ
れ
ま
で
は
仮
植
え
時
に
乾
燥
し
て

根
が
乾
い
て
枯
れ
な
い
よ
う
に
水
分
は
適

当
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

・
植
え
付
け

　小
高
い
丘
の
よ
う
に
盛
り
土
し
て
植
え
付

け
の
位
置
に
支
柱
を
立
て
ま
す
。
丘
の
上
に

苗
木
を
置
き
、
根
が
交
差
し
な
い
よ
う
四
方

に
広
げ
、
根
の
先
端
が
下
方
に
な
る
よ
う
に

配
置
し
ま
す
。
土
で
軽
く
覆
土
し
、
直
ち
に

十
分
灌
水
し
ま
す
。
そ
の
後
根
が
露
出
し
な

い
程
度
に
覆
土
を
十
分
に
行
い
ま
す
。
そ
の

際
、
接
ぎ
木
部
が
隠
れ
る
ほ
ど
覆
土
し
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　植
え
付
け
後
は
株
元
に
土
壌
乾
燥
の
防

止
と
草
覆
い
を
兼
ね
て
稲
わ
ら
な
ど
を
敷

き
ま
す
（
資
料
9
）。

　ほ
と
ん
ど
の
果
樹
苗
木
は
接
ぎ
木
部
か

ら
30
㌢
程
度
の
と
こ
ろ
で
せ
ん
定
し
、
支

柱
に
8
の
字
を
描
く
よ
う
に
紐
で
誘
引
し

ま
す
。
蔓
性
の
ブ
ド
ウ
な
ど
は
、
芽
を
よ

く
確
認
し
、
5
節
残
し
て
せ
ん
定
し
ま
す
。

●
カ
ン
キ
ツ
類
の
収
穫
と
貯
蔵
に
つ
い
て

　早
生
温
州
は
7
割
以
上
着
色
し
た
果
実

を
10
月
下
旬
〜
11
月
中
旬
に
、
普
通
温
州

で
は
8
割
着
色
し
た
果
実
を
11
月
中
旬
〜

12
月
下
旬
に
収
穫
し
ま
す
。

　夏
み
か
ん
は
2
月
ご
ろ
が
完
熟
期
で
す

が
、
寒
さ
に
当
た
る
と
浮
皮
に
な
っ
た
り

著
し
く
品
質
が
低
下
す
る
の
で
、
時
期
を

営農部指導課
武田 祐一

早
め
て
12
月
下
旬
〜
1
月
上
旬
に
収
穫
し

ま
す
（
寒
波
に
当
て
て
も
3
回
が
限
度
）。

　ユ
ズ
は
7
〜
8
割
着
色
し
た
10
月
下
旬

に
果
汁
が
最
も
多
く
な
る
の
で
、
果
汁
用

は
こ
の
時
期
に
収
穫
し
ま
す
。

・
貯
蔵

　ミ
カ
ン
は
収
穫
果
を
風
通
し
の
よ
い
納
屋

又
は
倉
庫
内
の
床
お
よ
び
棚
で
行
う
場
合
、

果
実
を
浅
い
容
器
に
並
べ
て
置
い
て
お
き
ま

す
。
温
度
5
〜
10
℃
、
湿
度
80
％
程
度
、
約

2
週
間
程
度
で
果
実
重
量
が
約
3
％
（
果
実

重
1
0
0
㌘
が
97
㌘
に
な
る
程
度
）
減
少
す

る
程
度
を
目
安
と
し
て
予
措
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
資
料
10
の
よ
う
に
果
実
を
並
べ
ビ

ニ
ー
ル
で
覆
い
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
へ
入

れ
湿
度
を
保
ち
な
が
ら
冷
涼
な
所
で
貯
蔵
し

ま
し
ょ
う
。
貯
蔵
中
は
7
〜
10
日
ご
と
に
腐

敗
果
を
取
り
除
き
ま
す
。

　ユ
ズ
は
10
℃
以
下
の
冷
涼
な
場
所
な
ら
12

月
ま
で
貯
蔵
で
き
ま
す
。
ま
た
、
温
度
3
〜

5
℃
の
冷
蔵
庫
で
ビ
ニ
ー
ル
に
包
み
、
湿
度

を
85
〜
90
％
に
保
て
ば
3
月
下
旬
ま
で
貯
蔵

で
き
ま
す
。

落
葉
の
処
理
や

点
検
整
備
を

行
い
ま
し
ょ
う

お知らせ

2021年11月号チラシ掲載商品
・もち米（精米・玄米）予約注文書
・「皇室御写真カレンダー」のご案内
・餅つき機・餅きり機
・令和3年度　冬季農薬予約注文書
・今月のおすすめ商品

　購買品注文取りまとめについてのチラシを広報誌「ぱれっと」の中に折り込ん
でおりますのでご利用ください。

「税務相談会」のご案内

■受付時間…10：00～15：30
■相談時間…お一人さま約30分（1回）
■相談費用…お一人さま1,000円（1回）
　　　　　　ただし、 JA岡山青色申告会の
　　　　　　会員の方は無料
■申込期日…開催日の5日前まで

■申込方法…各支所で相談依頼書にてお申し
　　　　　　込みください
■問い合わせ…各支所まで
■開催日程…11月25日（木）吉備支所
　　　　　　 26日（金）西大寺支所

　相続や贈与、所得に関することなど、暮らしの中のさまざまな税金について、
専門の税理士が相談におこたえします。

無料年金相談会開催のご案内

■開催支所日程　
11月13日（土）　西大寺支所（西大寺・可知・豊・山南・上南・上道支所同時開催）
　　  16日（火）、17日（水）　邑久支所（長船・邑久・裳掛・牛窓支所同時開催）

　年金に関するご相談に社会保険労務士がお応えします。相談会当日は、年金手帳・基礎年
金番号通知書・年金証書・印鑑・日本年金機構から送られてきた資料等をご持参ください。
お待ちいただくことのないよう事前のお申し込みをお願いします。

果
樹

ぱれっと　142021.1115　ぱれっと　
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材料（4人分）

作り方

①油揚げは湯通しをしてから短冊切り、大根と人参はいちょう
切り、ごぼうはささがきにして水に浸けてアクを抜く。さつ
ま芋は１㎝厚さの輪切り（大きければ半月切り）、椎茸は薄
切り、しめじは小房に分け、ネギは小口切りにする。
②鍋にだし汁とネギ以外の①の具材を入れ、野菜に火が通っ
たら〈Ａ〉を加えて煮込み、火を止める。
③＜すいとん＞を作る。
　れんこんは皮をむいてすりおろし、酢と熱湯を合わせて混ぜ
る。米粉を加えて耳たぶくらいの固さにこね、一口大の平ら
な団子を作る。
④別の鍋に湯を沸かし、団子を茹でる。
⑤②の汁を煮立たせ、団子を加えさっと煮る。
⑥器に盛って、ネギを散らす。　

油揚げ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１枚
大根・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００ｇ
人参 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０ｇ
ごぼう ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０ｇ
さつま芋 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・中１本
椎茸 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２枚
しめじ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2 袋
ネギ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
だし汁 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・８カップ

A

　　薄口しょうゆ・・・・・・・・大さじ１
　　濃口しょうゆ・・・・・・・・小さじ１
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/2
　　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
＜すいとん＞
米粉（うるち米60％、もち米40％）・・・８０ｇ
※市販の米粉でもよい
れんこん ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００ｇ
酢（色止め）・・・・・・・・・・・・・・・・少々
熱湯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５㏄
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　今回のあぐろグラムでは、岡山市中区沢田操山
公園里山センター前の広場にある「沢田富有柿百年
之碑」についてご紹介します。
　沢田地区は明治時代から百年以上続く柿の産地
です。碑文には、当時県外から取り寄せた苗が土壌
に合い栽培が始まったことや、抜群に甘味がよく、
広く国内外に出荷された歴史、また先人が汗と涙と
泥にまみれて山を拓いた長年の苦労と努力への感
謝が刻まれています。
　「富有柿」百年の歴史とそれぞれの時代を担って
きた先人の苦労がうかがえる記念碑です。
　　　　　　　　　　　　   編集担当　久山 隆一 

「富有柿」
栽培百年の礎
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今月の折り込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

～「農地の流動化と労働支援の推進による農地の有効活用」
　　　　　　　　　重点実施事項①②の達成状況について～

特集 「営農振興計画」最終年度の取り組み

もち米（精米・玄米）予約注文書
令和３年度  冬季農薬予約注文書




